症例検討会案内文テンプレート
＜学術局の皆さまへ＞
　お忙しい中、症例検討会や研修会の準備お疲れ様です。

　皆さまの業務負担軽減と内容の統一を目的に、症例検討会案内文のテンプレートを作成いたしましたので、ご利用ください。利用上の注意点を以下に記載いたします。

· 症例検討会の案内は、開催日の前月第１週までにホームページに掲載します。

近頃は土曜・日曜に勤務される方も増えております。参加を促すためにも出退勤の調整がしやすい開催日の前月第１週までに案内することが望ましいと考えております。
· 案内文は「○○○」を穴埋めもしくは該当する事項を記載してください。
· 完成した案内文は同窓会ホームページ担当者にメール送信してください。
同窓会ホームページ担当　kouhoukyoku@229r.com（件名：ホームページ案内文）
· 「前文」を記載してください。

日時やテーマなど事務的な連絡だけでは参加者が集まらないという現状があります。症例検討会の特徴や参加するメリットなどが伝わる前文を記載し、少しでも多くの卒業生に興味を持っていただきたいと考えております。前文の内容は学術局内で検討していただければと思いますが、お困りでしたら事務局や広報局にご相談ください。

例①

　今年度○回目の症例検討会が○月に開催されます。コメンテーターの○○さんをはじめ、発表者や参加者は当学院の卒業生ばかりです。当学院の教員も多数参加予定ですので、ざっくばらんに話し合いをしましょう。また、治療方法の検討だけではなく、皆様方の病院・施設での取り組みなども共有できる場になればと思います。もちろん、懐かしい友人たちや教員と昔話に花を咲かせるのも楽しみのひとつです。皆様方の参加を心待ちにしております。
例②

9月に入っても例年にない暑さが続いており、雨の被害に見舞われた地域もございますが、皆さんは体調をくずされていないでしょうか？今年度○回目の症例検討会は、運動器障害の分野より２症例の報告です。コメンテーターには当学院の卒業生から○○さん（○期卒）、○○さん（○期卒）をお招きいたします。勤務先の先輩以外に、経験年数10年選手とじっくりと話し合いをする機会はなかなかないものです。日福の先輩後輩ということで気軽に意見交換できる場にしたいと思いますので、是非ご参加ください。もちろん、当学院の教員たちも数人参加いたします。
タイトル：平成○○年度第○回○○学科症例検討会のご案内

前文：

テーマ：○○○

日　時：○○○

会　場：○○○

参加費：○○○円
定員：○○名

申し込み〆切：○○月○○日

申し込み方法：以下の申込フォームからお願いいたします。

・申込フォーム（パソコン）

・申込フォーム（携帯電話）
※メールや電話では受け付けておりませんのでご注意ください。
発表者：

・○○○○さん、○○期生、所属○○○○
・○○○○さん、○○期生、所属○○○○
・○○○○さん、○○期生、所属○○○○
司会者：

・○○○○さん、○○期生、所属○○○○
コメンテーター

・○○○○さん、○○期生、所属○○○○
・○○○○さん、○○期生、所属○○○○
・○○○○さん、○○期生、所属○○○○
認定テーマ：発表者のみC-6習得

